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(1) 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

① 学生の確保の見通し 

ア. 定員充足の見込み 

 

博士前期課程 

東京農工大学工学府博士前期課程は、平成31年度に行った工学部改組において設置した６

学科（生命工学科、生体医用システム工学科、応用化学科、化学物理工学科、機械システム

工学科、知能情報システム工学科）と対応する新６専攻（生命工学専攻、生体医用システム

工学専攻、応用化学専攻、化学物理工学専攻、機械システム工学専攻、知能情報システム工

学専攻）を設置する（図1）。 

世界規模の感染症対策やロボティクス、DXによるSociety 5.0の実現に取り組む高度専門

人材をより多く社会に輩出するため、入学定員を17名（５％）増の357名に設定し、増員分

は生体医用システム工学専攻、機械システム工学専攻、知能情報システム工学専攻に配分す

る。 

新専攻の基礎となる現専攻の過去５年間の志願状況及び定員充足率、本学卒業生の内部進

学率の実績、改組後に入学した学部生を対象とした大学院進学希望調査に加え、社会・地域

が求める人材需要の見通しを反映する求人企業へのアンケート調査のデータを総合的に検討

した結果、質を担保しつつ定員を充足することが可能であると判断した。 

 

 
図1 博士前期課程の入学定員 

 

博士後期課程 

東京農工大学工学府博士後期課程は、現行の４専攻（生命工学専攻、応用化学専攻、機械

システム工学専攻、電子情報工学専攻）を博士前期課程と同時に改組し、新６専攻（生命工

学専攻、生体医用システム工学専攻、応用化学専攻、化学物理工学専攻、機械システム工学

専攻、知能情報システム工学専攻）を設置する（図2）。 

世界規模の感染症対策やロボティクス、DXによるSociety 5.0実現を先導する高度博士人

材をより多く社会に輩出するため、入学定員を３名（５％）増の59名に設定し、増員分は生

体医用システム工学専攻、機械システム工学専攻、知能情報システム工学専攻に配分する。 
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新専攻の基礎となる現専攻の過去５年間の志願状況及び定員充足率、改組後に入学した学

部生を対象とした大学院進学希望調査、社会・地域が求める人材需要の見通しを反映する求

人企業へのアンケート調査のデータを総合的に検討した結果、質を担保しつつ定員を充足す

ることが可能であると判断した。 

 

 
図2 博士後期課程入学定員 

 

イ. 定員充足の根拠となる客観的データの概要 

 

博士前期課程 

 博士前期課程に関して、新専攻の基礎となる現専攻の過去５年間の志願状況及び定員充足

率（表1）の実績は、入学定員を超える志願者（５年間の平均倍率1.36倍）に対し、適正な

定員管理を行っていること（５年間の平均充足率105％）を示している。 

 

表1 過去５年間の志願状況及び定員充足率（博士前期課程） 

専攻 
入学 

定員 

H28 H29 H30 

志願 

者数 
倍率 

入学 

者数 

充足率 

％ 

志願 

者数 
倍率 

入学 

者数 

充足率 

％ 

志願 

者数 
倍率 

入学 

者数 

充足率 

％ 

生命工学 58 77 1.33 63 109 72 1.24 61 105 76 1.31 63 109 

応用化学 78 108 1.38 81 104 97 1.24 77 099 105 1.35 82 105 

機械システム工学 70 127 1.81 73 104 110 1.57 76 109 109 1.56 71 101 

物理システム工学 26 41 1.58 26 100 34 1.31 27 104 35 1.35 28 108 

電気電子工学 66 88 1.33 74 112 97 1.47 71 108 78 1.18 68 103 

情報工学 42 66 1.57 47 112 54 1.29 47 112 54 1.29 44 105 

計 340 507 1.49 364 107 464 1.36 359 106 457 1.34 356 105 

 

専攻 
入学 

定員 

R1 R2 

志願 

者数 
倍率 

入学 

者数 

充足率 

％ 

志願 

者数 
倍率 

入学 

者数 

充足率 

％ 

生命工学 58 80 1.38 63 109 82 1.41 65 112 

応用化学 78 92 1.18 82 105 101 1.29 82 105 

機械システム工学 70 134 1.91 72 103 124 1.77 73 104 

物理システム工学 26 43 1.65 28 108 33 1.27 26 100 

電気電子工学 66 81 1.23 65 98 79 1.20 61 92 

情報工学 42 53 1.26 42 100 52 1.02 47 112 

計 340 483 1.42 352 104 471 1.20 354 104 
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過去5年間の工学部卒業生の大学院進学率及び内部進学率の実績（表2）は、平均で70％を

超える高い内部進学率を示しており、工学部の卒業生が本学大学院への強い進学意欲を有し

ていることの証左であると考えられる。 

 

表2 工学部卒業生の大学院進学率及び内部進学率の実績（過去５年間） 

 

― 学生確保（本文） ― 4 ―



また、大学院改組後の新専攻に進学することが想定される、平成31年度の工学部改組後に

入学した学部生（令和３年度までに入学した３学年分）を対象とした大学院進学希望調査の

結果（図3）は、入学時点において約70％の学生が大学院博士前期課程まで進学することを

念頭に置いていること、うち9％の学生は博士後期課程への進学まで考えていることなどを

示している。学科と対応する６専攻への改組は、学部から大学院まで一貫した教育研究体制

を整備するための取組であり、学部改組時に構想したケヤキ型教育に対する期待が現れてい

ると考えられる。 

 

 
図3 学部改組後入学生の大学院進学希望調査（R1〜R3入学生の累計） 

 

このように、過去の志願状況、充足率、内部進学率、進学希望調査の結果を総合的に検討

し、本学工学府博士前期課程は、357名（17名増）の入学定員を十分に満たすことができる

と判断する。 

 

博士後期課程 

博士後期課程に関して、新専攻の基礎となる現専攻の過去５年間の志願状況及び定員充足

率（表3）の実績は、令和２年度を除いて入学定員を充足している。令和２年度の充足率が1

00％を切っているのは、当初2020年10月入学予定で合格していた留学生４名が、新型コロナ

ウイルス感染拡大の影響のために特例として入学延期を認められ、翌2021年４月入学となっ

たためである。これらが渡日延期にならなければ定員は満たしていた。 

また、前述した平成31年度の工学部改組後に入学した学部生（令和３年度までに入学した

３学年分）を対象とした大学院進学希望調査の結果（図3）の結果より、学部生の約９％が

入学時点において博士後期課程への進学を検討していることを示している。 
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このように、過去の志願状況、充足率、進学希望調査の結果を総合的に検討し、本学工学

府博士後期課程は、59名（３名増）の入学定員を十分に満たすことができると判断する。 

 

表3 過去５年間の志願状況及び定員充足率（博士後期課程） 

専攻 
入学 

定員 

H28 H29 H30 

入学 

者数 

内 

社会人 

内 

留学生 

充足率 

％ 

入学 

者数 

内 

社会人 

内 

留学生 

充足率 

％ 

入学 

者数 

内 

社会人 

内 

留学生 

充足率 

％ 

生命工学 14 12 (4) (2) 86 17 (5) (3) 121 16 (5) (3) 114 

応用化学 14 21 (6) (3) 150 13 (6) (1) 93 17 (8) (1) 121 

機械システム工学 13 17 (5) (2) 131 18 (6) (3) 138 19 (11) (2) 146 

電子情報工学 19※ 19 (5) (4) 100 14 (4) (5) 74 14 (3) (7) 74 

計 60 69 (20) (11) 115 62 (21) (12) 103 66 (27) (13) 110 

 

専攻 
入学 

定員 

R1 R2 

入学 

者数 

内 

社会人 

内 

留学生 

充足率 

％ 

入学 

者数 

内 

社会人 

内 

留学生 

充足率 

％ 

生命工学 14 7 (2) (2) 50 11 (1) (3) 79 

応用化学 14 12 (4) (0) 86 10 (2) (2) 71 

機械システム工学 13 19 (8) (6) 146 17 (8) (4) 131 

電子情報工学 15 25 (11) (9) 167 16 (12) (8) 107 

計 56 63 (25) (17) 113 54 (23) (17) 93 

※ 電子情報工学専攻の定員は、R1年度以降、共同サステイナビリティ研究専攻の設置に伴い４名減 

 

ウ. 学生納付金の設定の考え方 

本学の学生納付金は、「国立大学等の授業料その他費用に関する省令（平成16年文部科

学省令16号）」に定める標準額と同額（入学料 282,000円、授業料年額 535,800円、検

定料 30,000円）に設定している。 
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② 学生確保に向けた具体的な取組状況 

ア．博士前期課程の学生確保に向けた取組 

 工学府のホームページに大学院改組の概要を特集するページを作成し、ケヤキ型教育の理

念を始めとする本学大学院博士前期課程の教育の特色、アドミッション・ポリシー、カリキ

ュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシー、入試情報などの情報を発信する。各専攻のホー

ムページでは、教員の研究、在学生の活躍、進路等について紹介し、専攻の魅力を広く発信

し、志願者の確保に努める。 

 専攻ごとに、大学院博士前期課程の志願者を対象とした大学院進学説明会を開催する。コ

ロナ禍での対応となることが想定されるため、対面とオンラインのハイブリッドで開催し、

遠隔地からも参加できるように配慮する。 

 また、外国人留学生の受入を促進するため、英語のみで修了することが可能な国際専修コ

ースをすべての専攻に設ける。国費外国人留学生優先配置プログラムや独自財源をもとに奨

学金を支給する外国人留学生特別プログラム入試（ASEAN・日本連携エンジニアリーダー育

成プログラム）を実施し、ASEAN地域を中心に優秀な留学生を国際専修に受け入れる。海外

協定校を訪問して入試広報するとともに、留学生の短期受入（セメスター受入、STEPプログ

ラムなど）を通じて国際交流を推進し、大学院博士前期課程への入学につなげる。 

 さらには、社会人の多様なキャリア形成を支援するため、社会人特別入試を実施し、広く

受け入れる。 

 

イ．博士後期課程の学生確保に向けた取組 

 工学府のホームページに大学院改組の概要を特集するページを作成し、ケヤキ型教育の理

念を始めとする本学大学院博士後期課程の教育の特色、アドミッション・ポリシー、カリキ

ュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシー、入試情報などの情報を発信する。各専攻のホー

ムページでは、教員の研究、在学生の活躍、進路等について紹介し、専攻の魅力を広く発信

し、志願者の確保に努める。 

 専攻ごとに、大学院博士後期課程の志願者を対象とした大学院進学説明会を開催する。コ

ロナ禍での対応となることが想定されるため、対面とオンラインのハイブリッドで開催し、

遠隔地からも参加できるように配慮する。 

 また、外国人留学生の受入を促進するため、英語のみで修了することが可能な国際専修コ

ースをすべての専攻に設ける。国費外国人留学生優先配置プログラムや独自財源をもとに奨

学金を支給する外国人留学生特別プログラム入試（ASEAN・日本連携エンジニアリーダー育

成プログラム）を実施し、ASEAN地域を中心に優秀な留学生を国際専修に受け入れる。海外

協定校を訪問して入試広報するとともに、留学生の短期受入（セメスター受入、STEPプログ

ラムなど）を通じて国際交流を推進し、大学院博士後期課程への入学につなげる。 

さらには、社会人の多様なキャリア形成を支援するため、社会人特別入試を実施し、広く

受け入れる。これまでも、本学の工学府博士後期課程における産学連携共同研究をきっかけ

とした社会人博士への入学実績は高く、入学者の1/3に相当する。社会人博士の受入実績が

高い企業を中心に訪問し、社会人博士入試説明会を開催する。 
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(2)人材需要の動向等社会の要請 

① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

東京農工大学は、「使命志向型教育研究―美しい地球持続のための全学的努力」(MORE SE

NSE: Mission Oriented Research and Education giving Synergy in Endeavors toward a 

Sustainable Earth)を基本理念として標榜し、「持続発展可能な社会の実現」にむけ、社会

や自然環境と調和した科学技術の進展、課題解決とその実現を担う人材の育成を目的として

いる。この基本理念のもと、工学府では、「世界を変える新しい知を創生すること」をミッ

ションと定め、その実現に寄与する人材を養成すべく教育研究に取り組んでいる。世界を変

える新しい知を創生するためには、「アイデンティティ（自主性・独立性及び専門性）」と

「ダイバーシティ（多様性・協働性及び学際性）」を身につけ、複雑多様化した現代社会の

持続的な発展と問題解決に自ら挑戦し続けることが重要である。このため、工学府の各専攻

は、自然科学の基礎知識や専攻がカバーする学問分野に関する専門知識を教授して専門性を

深化させるのみならず、専門が異なる他者との協力・協働を通じて、持続的な問題の解決に

資する研究開発を遂行するために必要な学際性や多面的な思考力を身につけ、さらには世界

に向けて情報発信を行うことによりグローバル社会で幅広く活躍できる人材の養成を目的と

する。 

 

② 上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

社会・地域が本学工学府に求める人材需要の見通しを明らかにするため、令和３年７月、

本学工学府への求人企業397社に対してアンケート調査を実施し、92社から回答を得た。ア

ンケート項目は、別添の資料１に示す。なお、アンケートを依頼する際には、すべての専攻

について、教育研究の特色とディプロマ・ポリシーを説明する資料を添付した。 

 

 
図4 求人企業アンケート調査（R3年7月実施） 
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アンケートの結果（図4）、工学府新６専攻の幅広い専門性をカバーする多種多様な業種

の企業において実際に採用選考に関わっている立場の方から回答があり、博士前期課程修了

生については回答者の99％が「積極的に採用したい」または「採用したい」を選択、博士後

期課程修了生についても、90％以上の企業が採用の対象であるとの回答を得た。 

また、「新６専攻が育成する人材の社会的必要性」について、専攻ごとに回答を求めた結

果（図5）からは、いずれの専攻が育成する人材についても、これからの社会において必要

であるとの回答が得られた。 

 

 
図5 新６専攻が育成する人材の社会的必要性（求人企業アンケート調査、R3年7月） 

 

専攻ごとに、修了者が採用対象となるか回答いただいた結果（図6）からは、すべての専

攻の修了者に対して高い採用意欲が示されている。特に、機械システム工学専攻、知能情報

システム工学専攻の修了者については、幅広い業種において「積極的に採用したい」とする

意向が認められた。この傾向は、H30年度に経産省が報告した「理工系人材需給状況に関す

る調査結果」とも一致している。 
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図6 新６専攻の修了者に対する採用意欲（求人企業アンケート調査、R3年7月） 
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はじめに、貴社についてお伺いいたします。

国⽴⼤学法⼈東京農⼯⼤学 ⼤学院⼯学府 専攻改組にか
かる企業調査

本学⼤学院⼯学府（博⼠前期課程、博⼠後期課程）では、地球規模の課題を解決し、

Society5.0の実現に資する⾼度専⾨技術者・研究者の育成に向けて、令和５年度に、６専攻
体制（⽣命⼯学専攻、⽣体医⽤システム⼯学専攻、応⽤化学専攻、化学物理⼯学専攻、機械

システム⼯学専攻、知能情報システム⼯学専攻）に組織改組するための準備を進めておりま

す。社会が求める⼈材を育成することは⼤学の使命であり、この度は、新６専攻の社会ニー

ズを把握するためのアンケート調査をお願いしたいしだいです。所要時間は5分程度となりま
す。⼤変お忙しいところ恐縮ではございますが、ご協⼒のほど何卒よろしくお願い申し上げ

ます。 

東京農⼯⼤学 ⼤学院⼯学府 専攻改組作業部会

fu1706@go.tuat.ac.jp （共有なし） アカウントを切り替える

*必須

貴社・貴団体の本社（本部）所在地について、お教えください。 *

選択

貴社・貴団体の業種について、もっともあてはまるものを1つ選択してください。
*

選択

2022/02/20 19:44 国⽴⼤学法⼈東京農⼯⼤学 ⼤学院⼯学府 専攻改組にかかる企業調査
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採⽤の決済権があり、選考にかかわっている。

採⽤の決済権は無いが、選考にかかわっている。

採⽤にはかかわらないが、情報や意⾒を収集、提供する⽴場にある。

採⽤にかかわっていない。

積極的に採⽤したい。

採⽤したい。

採⽤する可能性もある。

採⽤の対象にならない。

積極的に採⽤したい。

採⽤したい。

採⽤する可能性もある。

採⽤の対象にならない。

本学⼤学院⼯学府では，地球規模で進⾏する新型感染症への対応やSociety5.0実
現に向けたDX推進などにおいてグローバルに活躍する⾼度専⾨技術者・研究者の
育成を考えています。

アンケートにお答えいただいている⽅についてお教えください。 *

貴社は⼤学院博⼠前期課程（修⼠）の修了者を採⽤したいとお考えですか *

貴社は⼤学院博⼠後期課程（博⼠）の修了者を採⽤したいとお考えですか *

資料１

― 学生確保（資料） ― 1 ―
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検討しており、実施している。

検討している。

検討していないが、今後検討したい。

検討していない。

検討しており、実施している。

検討している。

検討していないが、今後検討したい。

検討していない。

1/7 ページ

このフォームは Tokyo University of Agriculture and Technology 内部で作成されました。 不正⾏為の報告

貴社は感染症対策に向けた研究開発に取り組むことを検討していますか *

貴社はDX推進に向けた研究開発に取り組むことを検討していますか *

次へ フォームをクリア

フォーム

資料１

― 学生確保（資料） ― 2 ―
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⽣命⼯学専攻

⽣命⼯学専攻の教育・研究の概要についてご確認いただき、このページ下部の質問にご回答ください。

【特 ⾊】
⽣命現象のしくみを理解し、それを応⽤して私たちの暮らしに役⽴てることを追求する研究分野です。化

学、⽣命科学、医⼯学など様々な融合分野で活躍できる⽣命⼯学のエキスパートを育成します。

【教育・研究】

国⽴⼤学法⼈東京農⼯⼤学 ⼤学院⼯学府 専攻改組にか
かる企業調査

fu1706@go.tuat.ac.jp （共有なし） アカウントを切り替える

*必須
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https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSexE8G2woBv3gCnzvewnlo8Oa_0JW-VW4bo4enKnz8HZIwOug/formResponse 2/2

思う

どちらとも⾔えない

思わない

積極的に採⽤したい。

採⽤したい。

採⽤する可能性もある。

採⽤の対象にならない。

2/7 ページ

このフォームは Tokyo University of Agriculture and Technology 内部で作成されました。 不正⾏為の報告

⽣命⼯学専攻が育成する⼈材は、これからの社会において必要であると思われま

すか。 *

⽣命⼯学専攻の修了者を、貴社の採⽤対象としてどのようにお考えになります

か。 *

戻る 次へ フォームをクリア

フォーム

資料１

― 学生確保（資料） ― 3 ―
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⽣体医⽤システム⼯学専攻（2/6）

⽣体医⽤システム⼯学専攻の教育・研究の概要についてご確認いただき、このページ下部の質問にご回答く

ださい。

【特 ⾊】
医療にかかわる⼯学技術と⽣物学・医学を総合的かつ深く理解する能⼒を有し、⾰新的な⽣体医⽤⼯学技

術の研究開発を⾏うことができる⼈材を育成する物理・電⼦⼯学を基礎とする専攻です。

【教育・研究】

国⽴⼤学法⼈東京農⼯⼤学 ⼤学院⼯学府 専攻改組にか
かる企業調査

fu1706@go.tuat.ac.jp （共有なし） アカウントを切り替える

*必須
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思う

どちらとも⾔えない

思わない

積極的に採⽤したい。

採⽤したい。

採⽤する可能性もある。

採⽤の対象にならない。

3/7 ページ

このフォームは Tokyo University of Agriculture and Technology 内部で作成されました。 不正⾏為の報告

⽣体医⽤システム⼯学専攻が育成する⼈材は、これからの社会において必要であ

ると思われますか。 *

⽣体医⽤システム⼯学専攻の修了者を、貴社の採⽤対象としてどのようにお考え

になりますか。 *

戻る 次へ フォームをクリア

フォーム

資料１

― 学生確保（資料） ― 4 ―
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応⽤化学専攻（3/6）

応⽤化学専攻の教育・研究の概要についてご確認いただき、このページ下部の質問にご回答ください。

【特 ⾊】
基礎と応⽤を密接に連携させた独⾃の教育と研究によって、化学の最先端領域や境界・融合領域における研

究開発の⽴案・実現に対応できる⼈材を養成します。

【教育・研究】

国⽴⼤学法⼈東京農⼯⼤学 ⼤学院⼯学府 専攻改組にか
かる企業調査

fu1706@go.tuat.ac.jp （共有なし） アカウントを切り替える

*必須

2022/02/20 19:46 国⽴⼤学法⼈東京農⼯⼤学 ⼤学院⼯学府 専攻改組にかかる企業調査
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思う

どちらとも⾔えない

思わない

積極的に採⽤したい。

採⽤したい。

採⽤する可能性もある。

採⽤の対象にならない。

4/7 ページ

このフォームは Tokyo University of Agriculture and Technology 内部で作成されました。 不正⾏為の報告

応⽤化学専攻が育成する⼈材は、これからの社会において必要であると思われま

すか。 *

応⽤化学専攻の修了者を、貴社の採⽤対象としてどのようにお考えになります

か。 *

戻る 次へ フォームをクリア

 フォーム

資料１

― 学生確保（資料） ― 5 ―
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化学物理⼯学専攻（4/6）

化学物理⼯学専攻の教育・研究の概要についてご確認いただき、このページ下部の質問にご回答ください。

【特 ⾊】
化学⼯学と物理⼯学とを総合的に教育することで、複合的な課題を解決する⾰新的な技術・システムを提案

し開発できる⾼度グローバルエンジニアを育成します。

【教育・研究】

国⽴⼤学法⼈東京農⼯⼤学 ⼤学院⼯学府 専攻改組にか
かる企業調査

fu1706@go.tuat.ac.jp （共有なし） アカウントを切り替える

*必須

2022/02/20 19:46 国⽴⼤学法⼈東京農⼯⼤学 ⼤学院⼯学府 専攻改組にかかる企業調査

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSexE8G2woBv3gCnzvewnlo8Oa_0JW-VW4bo4enKnz8HZIwOug/formResponse 2/2

思う

どちらとも⾔えない

思わない

積極的に採⽤したい。

採⽤したい。

採⽤する可能性もある。

採⽤の対象にならない。

5/7 ページ

このフォームは Tokyo University of Agriculture and Technology 内部で作成されました。 不正⾏為の報告

化学物理⼯学専攻が育成する⼈材は、これからの社会において必要であると思わ

れますか。 *

化学物理⼯学専攻の修了者を、貴社の採⽤対象としてどのようにお考えになりま

すか。 *

戻る 次へ フォームをクリア

 フォーム

資料１

― 学生確保（資料） ― 6 ―
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機械システム⼯学専攻（5/6）

機械システム⼯学専攻の教育・研究の概要についてご確認いただき、このページ下部の質問にご回答くださ

い。

【特 ⾊】
四⼒学を中⼼とした機械系科⽬に加え数学とICTスキルを体系的に教育し、航空宇宙、スマートモビリテ
ィ、デジタルものづくり、ロボティクス・ナノメカニクスなどの幅広い機械系分野で活躍できる⼈材を育成

します。

【教育・研究】

国⽴⼤学法⼈東京農⼯⼤学 ⼤学院⼯学府 専攻改組にか
かる企業調査

fu1706@go.tuat.ac.jp （共有なし） アカウントを切り替える

*必須

2022/02/20 19:46 国⽴⼤学法⼈東京農⼯⼤学 ⼤学院⼯学府 専攻改組にかかる企業調査
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思う

どちらとも⾔えない

思わない

積極的に採⽤したい。

採⽤したい。

採⽤する可能性もある。

採⽤の対象にならない。

6/7 ページ

このフォームは Tokyo University of Agriculture and Technology 内部で作成されました。 不正⾏為の報告

機械システム⼯学専攻が育成する⼈材は、これからの社会において必要であると

思われますか。 *

機械システム⼯学専攻の修了者を、貴社の採⽤対象としてどのようにお考えにな

りますか。 *

戻る 次へ フォームをクリア

 フォーム

資料１

― 学生確保（資料） ― 7 ―
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知能情報システム⼯学専攻（6/6）

知能情報システム⼯学専攻の教育・研究の概要についてご確認いただき、このページ下部の質問にご回答く

ださい。

【特 ⾊】
情報⼯学と電気電⼦⼯学の基礎を確実に⾝につけ、さらに最新のデータ処理技術、知能化技術についても重

点的に教育することで、現代社会が抱える諸問題の解決に貢献する⾼度ITイノベーション⼈材を養成しま
す。

【教育・研究】

国⽴⼤学法⼈東京農⼯⼤学 ⼤学院⼯学府 専攻改組にか
かる企業調査

fu1706@go.tuat.ac.jp （共有なし） アカウントを切り替える

*必須
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思う

どちらとも⾔えない

思わない

積極的に採⽤したい。

採⽤したい。

採⽤する可能性もある。

採⽤の対象にならない。

7/7 ページ

このフォームは Tokyo University of Agriculture and Technology 内部で作成されました。 不正⾏為の報告

知能情報システム⼯学専攻が育成する⼈材は、これからの社会において必要であ

ると思われますか。 *

知能情報システム⼯学専攻の修了者を、貴社の採⽤対象としてどのようにお考え

になりますか。 *

戻る 送信 フォームをクリア

 フォーム
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